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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第86期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第87期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第86期

会計期間
自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日

自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日

売上高 (百万円) 8,277　 9,007　 45,811　　

経常利益

又は経常損失（△）
(百万円) △909 △1,538 2,004

当期純利益

又は四半期純損失（△）
(百万円) △787 △953 662

純資産額 (百万円) 41,251 41,140 42,502

総資産額 (百万円) 56,449 56,889 58,794

１株当たり純資産額 (円) 1,487.39 1,483.70 1,533.97

１株当たり当期純利益

又は四半期純損失（△）
(円) △28.78 △34.84 24.21

潜在株式調整後

１株当たり四半期

（当期）純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 72.1 71.3 71.4

営業活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) 768 △707 2,973　

投資活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △381 39 △1,322

財務活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △427 △286 △1,366

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
(百万円) 11,960 11,128 12,143

従業員数 (人) 1,700 1,697 1,674

　（注）１　上記の金額及びこれ以降に記載しております売上高等には、特に記載のない場合、消費税等は含まれていませ

ん。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 1,697　

　（注）　従業員数は、当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者を含む就

業人員数です。

　

(2）提出会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 1,154　

　（注）　従業員数は、当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む就業人員数です。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりです。

セグメントの名称 金額（百万円）　 前年同四半期比(％)　

医用電子装置 9,428　 ―

汎用分析装置 584 ―

医用分析装置 1,276 ―

報告セグメント計　 11,288 ―

その他　 ― ―

合計 11,288 ―

　（注）　　金額は、販売価格によって表示しています。

　　

(2）受注状況

　当第１四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりです。

セグメントの名称 受注高（百万円） 前年同四半期比(％)受注残高（百万円） 前年同四半期比(％)

医用電子装置 7,674 ― 3,448 ―

汎用分析装置 1,263 ― 1,672 ―

医用分析装置 1,413 ― 1,731 ―

報告セグメント計　 10,351 ― 6,853 ―

その他　 0 ― ― ―

合計 10,352 ― 6,853 ―

　（注）　　受注高及び受注残高には、商品受注高及び商品受注残高が含まれています。

　

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりです。

セグメントの名称 金額（百万円）　 前年同四半期比（％)

医用電子装置 7,271 ―

汎用分析装置 441 ―

医用分析装置 1,293 ―

報告セグメント計　 9,006 ―

その他　 0 ―

合計 9,007 ―

　（注）　　前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間における相手先別の販売実績については、総販売実

績の10％以上となる相手先がありませんので、記載を省略しています。

　

EDINET提出書類

アロカ株式会社(E01976)

四半期報告書

 4/26



２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、また、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものです。

　

(1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、政府による経済対策やアジアを中心とした新興国需要を背景

に、景気悪化に底打ちの兆しが見られるものの、米国経済の回復の遅れや新たに欧州諸国の財政危機に端を発した

金融不安の顕在化等による円高の影響もあり、依然として先行き不透明な状況が続いています。

医療機関を取り巻く環境も、10年ぶりに診療報酬の引き上げが行われたものの、引き続き厳しい環境が続いてい

ます。

原子力関連事業を取り巻く環境は、原子力に関する関心が依然として強く、エネルギーの安定供給のみならず地

球温暖化対策として、世界各国で原子力発電推進の検討が進められています。

　このような状況の中、当社グループは中期経営計画に基づき基本戦略を継続的に推し進めてまいりました。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の連結売上高は90億7百万円と前年同四半期比8.8％の増収となり、営業損失

は7億1千4百万円（前年同四半期は営業損失9億2千9百万円）、経常損失は15億3千8百万円（前年同四半期は経常損

失9億9百万円)、四半期純損失は9億5千3百万円（前年同四半期は四半期純損失7億8千7百万円）となりました。　

　

　セグメントの業績は、次のとおりです。　

　

　医用電子装置

　

当セグメントの国内の超音波診断装置は、消化器系がん診断用の造影剤による腫瘍の鑑別診断への新技術や、動

脈硬化早期診断のための血管機能評価への対応など超音波診断の有用性の周知に努めました。これらの推進により

広範囲のユーザーから高い評価を得て、高機能を備えた上位機種が順調に伸張しました。

また、前年下半期より市場投入した中位機種の新製品が順調に伸張し、普及機種も堅調な伸びを示しました。海外

では、米国経済の回復の遅れや円高の影響もあり、超音波診断装置の先進国市場は厳しいものとなっています。その

一方で中国始め新興国市場の景気は回復傾向にあり、超音波診断装置の需要は拡大傾向にあるものの、長期化する

円高の影響により緩やかな回復にとどまっています。

骨粗しょう症診断関連ではＸ線を利用した測定装置が引き続き伸張しました。

この結果、売上高は72億7千1百万円となり、セグメント損失は2億7千8百万円となりました。

　

　汎用分析装置　

　

　地球温暖化対策としての原子力発電の重要性から、世界各国での原子力発電所の立地計画は増加の一途をたどっ

ています。国内においても温暖化対策として原子力発電所立地の着実な推進が国策に盛り込まれ、今後の展開に期

待する所です。将来に明るさは有るものの、市場の動き出しは鈍く、案件数の減少による競争の激化やそれに伴う受

注単価の減少が続いています。

このような状況の中、当セグメントの主力製品である、放射線測定装置及び放射線(能）管理装置は、原子力関連

施設向け及び自治体向け共に低調な状況で推移しました。

この結果、売上高は4億4千1百万円となり、セグメント損失は4億1千3百万円となりました。
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　医用分析装置

　

当セグメントの主要顧客である医療機関の検体検査部門、臨床検査センターでは、手控えられていた設備投資や

機器リースシステム導入が回復基調となっています。

このような状況の中、新型検体処理システムであるLabFLEX3500の販売が、前年からの営業活動の成果が現れ、有

名私立大学病院や公立総合病院に納入されるなど好評を得ています。

また、調剤薬局向けの「水剤調剤支援装置（自動液薬分注装置）」の販売を開始し、大手調剤薬局チェーンへの

納入に向けて営業活動を展開しております。

なお、体外診断薬メーカーへのＯＥＭ分析装置は、国内向け海外向け共に堅調に推移し、特に海外において伸長い

たしました。

この結果、売上高は12億9千3百万円となり、セグメント損失は3千2百万円となりました。

　

　その他

　

　当社及び国内子会社等の物流管理業務等を行った結果、売上高は1億5千9百万円となり、セグメント利益は9百万円

となりました。

　

　

(2）資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して19億5百万円減少し、568億8千9百万円と

なりました。

この主な要因は、たな卸資産が15億6千5百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が25億6千8百万円減少した

こと等によるものです。

また、負債の部は5億4千3百万円減少し、157億4千8百万円となりました。この主な要因は、支払手形及び買掛金が

14億9百万円増加したものの、未払法人税等が13億7千5百万円減少し、また、賞与引当金が6億7千万円減少したこと

等によるものです。

純資産の部は、13億6千1百万円減少し、411億4千万円となりました。
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(3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較

して10億1千4百万円減少し、111億2千8百万円となりました。なお、前年同四半期末と比較して8億3千2百万円減少し

ました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　

当第１四半期連結会計期間において減少した資金は7億7百万円であり、これは主に、売上債権の減少に伴う増加

額23億8千3百万円、仕入債務の増加に伴う増加額15億7千万円等ありましたが、税金等調整前四半期純損失15億4千2

百万円、たな卸資産の増加による減少額16億8千5百万円、法人税等の支払額13億2千8百万円があったこと等による

ものです。

なお、前年同四半期と比較して14億7千6百万円の減少となりました。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　

当第１四半期連結会計期間において獲得した資金は3千9百万円であり、これは主に、有形固定資産の取得による

支出が1億5千2百万円等ありましたが、定期預金の払戻による収入が1億6千1百万円あったこと等によるものです。

なお、前年同四半期と比較して4億2千1百万円の増加となりました。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　

当第１四半期連結会計期間において減少した資金は2億8千6百万円であり、これは主に、配当金の支払いが2億7百

万円あったこと等によるものです。

なお、前年同四半期と比較して1千4千万円の支出減少となりました。

　　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5）研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間における当社グループの研究開発費の総額は、9億8千6百万円です。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

　　　　　　　　 普通株式 47,760,000

計 47,760,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成22年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 28,350,400 28,350,400
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株　

計 28,350,400 28,350,400 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
　

（百万円）

資本金残高
　

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日
― 28,350,400 ― 6,465 ― 5,766
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（６）【大株主の状況】

　当第１四半期会計期間において、ザ・エスエフピー・バリュー・リアライゼーション・マスター・ファンド

・リミテッド及びその共同保有者であるジーエーエス（ケイマン）リミテッド、マネージド・アカウント・イ

ンベストメンツ・エスピーシーから平成22年５月11日付で大量保有報告書の写しの送付があり、平成22年４月

28日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けていますが、株主名簿の記載内容が確認

できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の

数（百株）　

株券等保有割合

（％）　

ザ・エスエフピー・バリュー

・リアライゼーション・マスター

・ファンド・リミテッド

(The SFP Value Realization Master

Fund Ltd.)　

英領西インド諸島、ケイマン諸島、

グランドケイマン、ジョージ・タウン、

サウス・チャーチ・ストリート、

ユグランド・ハウス、私書箱309GT

エム・アンド・シー・コーポレート

・サービシーズ・リミテッド内　

20,152　 7.11　

ジーエーエス（ケイマン）

リミテッド

(G.A.S (CAYMAN) LIMITED)

英領西インド諸島、ケイマン諸島、

グランドケイマン、ジョージ・タウン、

私書箱1043GT

ドクター・ロイズ・ドライブ69、

カレドニアン・ハウス　

4,324　 1.53　

マネージド・アカウント

・インベストメンツ・エスピーシー

(Managed Account Investments,

SPC)　

ケイマン諸島、グランドケイマンKY1-1108、

サウス・チャーチ・ストリート、私書箱1234、

クイーンゲートハウス　

3,811　 1.34　

　

（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしていま

す。

①【発行済株式】

　 平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 994,500 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　27,353,900　 273,539　 ―

単元未満株式 普通株式　　　 2,000　 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 28,350,400　 ― ―

総株主の議決権 ― 273,539　 ―

　
②【自己株式等】

　 平成22年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

アロカ株式会社
東京都三鷹市牟礼六丁目

22番１号
994,500　 ―　 994,500　 3.50　

計 ― 994,500　 ― 994,500　 3.50　
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

　
５月

　
６月

最高（円） 934　 908　 775　

最低（円） 730　 716　 676　

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものです。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,804 12,970

受取手形及び売掛金 13,508 16,076

有価証券 － 31

商品及び製品 9,113 7,911

仕掛品 3,329 3,433

原材料及び貯蔵品 3,261 2,794

繰延税金資産 1,784 1,148

その他 1,069 1,141

貸倒引当金 △129 △134

流動資産合計 43,742 45,375

固定資産

有形固定資産 ※1
 9,530

※1
 9,551

無形固定資産 299 362

投資その他の資産

投資有価証券 1,191 1,459

繰延税金資産 831 780

その他 1,636 1,603

貸倒引当金 △343 △339

投資その他の資産合計 3,316 3,504

固定資産合計 13,147 13,418

資産合計 56,889 58,794
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,139 5,729

短期借入金 1,012 970

未払費用 1,002 991

未払法人税等 96 1,471

賞与引当金 374 1,045

役員賞与引当金 14 53

製品保証引当金 428 445

その他 3,469 3,195

流動負債合計 13,537 13,902

固定負債

長期借入金 945 1,087

繰延税金負債 5 7

退職給付引当金 784 766

役員退職慰労引当金 235 285

その他 240 241

固定負債合計 2,210 2,388

負債合計 15,748 16,291

純資産の部

株主資本

資本金 6,465 6,465

資本剰余金 6,095 6,095

利益剰余金 29,212 30,384

自己株式 △767 △767

株主資本合計 41,005 42,177

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 43 212

為替換算調整勘定 △462 △427

評価・換算差額等合計 △418 △214

少数株主持分 553 539

純資産合計 41,140 42,502

負債純資産合計 56,889 58,794

EDINET提出書類

アロカ株式会社(E01976)

四半期報告書

14/26



(2)【四半期連結損益計算書】
　【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 8,277 9,007

売上原価 5,149 5,559

売上総利益 3,127 3,447

販売費及び一般管理費 ※1
 4,057

※1
 4,162

営業損失（△） △929 △714

営業外収益

受取利息 13 5

受取配当金 8 6

為替差益 92 －

その他 9 8

営業外収益合計 125 20

営業外費用

支払利息 20 17

為替差損 － 793

寄付金 15 17

補助金返還支出 47 －

その他 22 15

営業外費用合計 105 844

経常損失（△） △909 △1,538

特別利益

貸倒引当金戻入額 36 0

固定資産売却益 － 1

投資有価証券償還益 － 6

その他 1 1

特別利益合計 37 9

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10

その他 1 2

特別損失合計 1 13

税金等調整前四半期純損失（△） △873 △1,542

法人税、住民税及び事業税 42 15

法人税等調整額 △128 △605

法人税等合計 △86 △590

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △952

少数株主利益 0 1

四半期純損失（△） △787 △953
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △873 △1,542

減価償却費 201 156

貸倒引当金の増減額（△は減少） △36 5

賞与引当金の増減額（△は減少） △726 △670

製品保証引当金の増減額（△は減少） △26 △11

退職給付引当金の増減額（△は減少） 53 25

受取利息及び受取配当金 △22 △12

支払利息 20 17

投資有価証券償還損益（△は益） － △6

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10

売上債権の増減額（△は増加） 4,018 2,383

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,290 △1,685

仕入債務の増減額（△は減少） △318 1,570

その他 958 385

小計 957 626

利息及び配当金の受取額 9 13

利息の支払額 △20 △18

法人税等の支払額 △177 △1,328

営業活動によるキャッシュ・フロー 768 △707

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △160 －

定期預金の払戻による収入 － 161

有価証券の償還による収入 － 31

有形固定資産の取得による支出 △129 △152

無形固定資産の取得による支出 △21 △11

投資有価証券の取得による支出 △75 －

その他 4 9

投資活動によるキャッシュ・フロー △381 39

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） 22 63

長期借入金の返済による支出 △240 △141

配当金の支払額 △208 △207

その他 △1 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △427 △286

現金及び現金同等物に係る換算差額 63 △60

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 23 △1,014

現金及び現金同等物の期首残高 11,936 12,143

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 11,960

※1
 11,128
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　

 当第１四半期連結会計期間

（自　平成22年４月１日

　　至　平成22年６月30日）　

  会計処理基準に関する

事項の変更

　資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準

第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これによる損益への影響は軽微であります。

　

【表示方法の変更】

　

　当第１四半期連結会計期間

（自　平成22年４月１日

　  至　平成22年６月30日）　

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。　

　　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 9,587百万円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額 9,473百万円

２　保証債務 ２　保証債務

保証先 金額 内容

アロカ協力会

協同組合

　

27百万円 金融機関借入金

財団法人韓国

医学研究会他

58百万円 Aloka Korea Co.,

Ltd.が債務保証し

ている未払リース

料

（WON 824百万） 　

計 85百万円 　

保証先 金額 内容

アロカ協力会

協同組合

　

11百万円 金融機関借入金

財団法人韓国

医学研究会他

67百万円 Aloka Korea Co.,

Ltd.が債務保証し

ている未払リース

料

（WON 824百万） 　

計 79百万円 　

３　輸出手形割引高 148百万円 ３　輸出手形割引高 220百万円
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（四半期連結損益計算書関係）
　

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

運賃及び荷造費 251　百万円

広告宣伝費 205　百万円

従業員給料及び手当 1,536　百万円

賞与引当金繰入額 161　百万円

役員賞与引当金繰入額 10　百万円

退職給付費用 91　百万円

役員退職慰労引当金繰入額 16　百万円

旅費及び交通費 304　百万円

租税公課 33　百万円

減価償却費 67　百万円

賃借料 199　百万円

研究開発費 220　百万円

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

運賃及び荷造費 248　百万円

広告宣伝費 141　百万円

従業員給料及び手当 1,306　百万円

賞与引当金繰入額 127　百万円

役員賞与引当金繰入額 14　百万円

退職給付費用 65　百万円

役員退職慰労引当金繰入額 17　百万円

旅費及び交通費 277　百万円

租税公課 37　百万円

減価償却費 65　百万円

賃借料 180　百万円

研究開発費 370　百万円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係　　

　　　　　　　　　　　　　　（平成21年６月30日現在）　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係　　

　　　　　　　　　　　　　　（平成22年６月30日現在）　

現金及び預金 12,969百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,008百万円

現金及び現金同等物 11,960百万円

現金及び預金 11,804百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △675百万円

現金及び現金同等物 11,128百万円
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22

年６月30日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

普通株式（千株） 28,350

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

普通株式（千株） 994

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 218 8.00平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金　

　

(2）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

末後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　当社グループは、製品の種類、性質、製造方法、販売市場の類似性から判断して、同種・同系列の医用電子装置を

販売しておりますので、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　
日本

（百万円）
西ヨーロッパ
（百万円）

アジア
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 5,510　 1,849　 916　 8,277　 ―　 8,277　

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,741　 0　 796　 2,537　 (2,537) ―　

計 7,252　 1,849　 1,713　 10,815　 (2,537) 8,277　

営業利益又は営業損失（△） △686　 △309　 146　 △849　 (80) △929　

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1）西ヨーロッパ……ドイツ、スイス、フランス、スペイン、イタリア、オーストリア

(2）アジア…………中国、韓国、台湾、インド

３　地域区分の変更　

　　当第１四半期連結累計期間より、従来、「東アジア」としておりました地域区分を「アジア」として表示して

おります。これは、インドに設立した連結子会社の生産・販売開始によるものであり、当社グループの地域区分

の実態をより適切に表示するものであります。

　　なお、この変更に伴う前第１四半期連結累計期間の所在地別セグメント情報に与える影響はありません。　

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　 西ヨーロッパ アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 2,302　 1,432　 927　 4,661　

Ⅱ　連結売上高（百万円） 　 　 　 8,277　

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
27.8　 17.3　 11.2　 56.3　

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

(1）西ヨーロッパ……フランス、ドイツ

(2）アジア……中国、韓国、台湾、インド

(3）その他の地域……アメリカ

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。　

　当社グループは、本社に営業本部を置き、各営業部及び子会社が一体となって、製品・サービスごとに国内

及び海外の総合的な戦略を立案し、全世界で事業活動を展開しております。

　したがって、当社グループは、営業本部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、

「医用電子装置」、「汎用分析装置」及び「医用分析装置」の３つを報告セグメントとしております。　

　「医用電子装置」は、各種超音波診断装置、骨粗しょう症診断装置、治療・手術装置及びこれらの関連シス

テムの製造・販売を行っております。「汎用分析装置」は、各種放射線測定装置、放射線（能）管理装置、放

射線応用分析装置、バイオ関連装置及びこれらの関連システムの製造・販売を行っております。「医用分析

装置」は、各種検体検査装置、分注装置、発光・分光分析装置及びこれらの関連システムの製造・販売を行っ

ております。　

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）　

　

　
報告セグメント　

　 その他
（注）１　

合計
調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

医用電子
装置

汎用分析
装置

医用分析
装置

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 7,271　 441　 1,293　 9,006　 0　 9,007 ―　 9,007　

　セグメント間の内部

売上高又は振替高
―　 ―　 ―　 ― 158 158 (158) ―　

計 7,271　 441　 1,293　 9,006　 159 9,165 (158) 9,007　

セグメント利益

又は損失（△）
△278　 △413　 △32　 △724　 9 △715 0　 △714　

　(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社及び国内子会社等の物流管理業

務等であります。

　　　 ２  セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　 ３  セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　

　

（追加情報）　

　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号　平成20年３月21日）を適用しております。　
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（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 　1,483.70円 １株当たり純資産額 　1,533.97円

　（注）　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 41,140　 42,502　

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 553　 539　

（うち少数株主持分） (553) (539)

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額（百万円） 40,587　 41,962　

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期末（期末）

の普通株式の数（千株）
27,355　 27,355　

　

２　１株当たり四半期純損失

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失（△） △28.78円 １株当たり四半期純損失（△） △34.84円

　（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純損失(△)（百万円） △787　 △953　

普通株主に帰属しない金額（百万円） ―　 ―　

普通株式に係る四半期純損失(△)（百万円） △787　 △953　

普通株式の期中平均株式数（千株） 27,355　 27,355　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書 　
　 　 　

　

平成21年8月5日

アロカ株式会社

取締役会　御中

　

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

　

　

　
指定有限責任社員

業務執行社員
　公認会計士 本多潤一 ㊞

　

　
指定有限責任社員

業務執行社員
　公認会計士 鈴木　努 ㊞

　

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアロカ株式会社

の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２１年４月１日か

ら平成２１年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２１年４月１日から平成２１年６月３０日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場

から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アロカ株式会社及び連結子会社の平成２１年６月３０日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　※　１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書

提出会社）が別途保管している。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書 　
　 　 　

　

平成22年８月６日

アロカ株式会社

取締役会　御中

　

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

　

　

　
指定有限責任社員

業務執行社員
　公認会計士 西岡雅信 ㊞

　

　
指定有限責任社員

業務執行社員
　公認会計士 鈴木　努 ㊞

　

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアロカ株式会社

の平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２２年４月１日か

ら平成２２年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２２年４月１日から平成２２年６月３０日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場

から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アロカ株式会社及び連結子会社の平成２２年６月３０日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　※　１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書

提出会社）が別途保管しています。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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